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　昭和49年8月31日の早朝，清水晶君の死を徳永教授から電話で知らされた時
は，まさに晴天の解塞であった。「わが耳を疑う」とは，こういう時の形容で
あろうか。協し・まだ59歳，明治大学の看板教授といわれ，学界の重鎮であった
清水君の突然の逝去は，まことに惜しんでも惜しんでも惜しみ切れるものでは
ない。
　清水君とは，旧制・神戸商大の同期である。同期であるばかりか，ともに故
平井泰太郎先生の門下生である。けれども，私と違って彼はものすごい秀才で
あった。早生れの上に，中学で飛び越し進学をしているので，同期であるにか
かわらず，私より2年若い。順序からいえぽ私のほうが先に死ぬのが至当であ
る。飛び越しは結構だけれども，死まで飛び越すことはなかったのだが，それ
も今やせんなき繰り言である。
　なぜ，清水晶君はこうも早く，突如として死んでしまったのであろうか。
生前，「お互いに年だから，もうボツボツ長生きすることを考えにゃならんな」
といった会話を彼としたことがあった。彼の尊父・正己さんは講演の途中で脳
溢血で倒れ，亡くなっているので，私は彼の血圧のことは心配していた。彼も
自分で要心して，定期的に血圧を測っているといい，80～140くらいだから大丈
夫だといっていた。酒も飲まなかつた。飲まないというより飲めなかったので
ある。だから，酒席で清水君と同席する時は，彼の分まで私が飲んでやった。
　人間の死は医老ですらわからないと思う。いわんや医者でもない者が，あれ
これと憶測することは慎しむべきであろう。けれども，私は，清水君はあまり
にも忙しすぎたのではないかと思う。全国から清水先生への講演依頼はひきも
切らなかった。気が向かねば理由を設けて断わってしまう横着な私とちがっ
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て，清水君はコマメに引き受け，そして東奔西走していた。九州の講演を終
り，夜行で帰京，東京駅まで奥さんに持ってきてもらった服に着替え，その足
で羽田から北海道へ飛ぶようなことはめずらしくなかった。
　そんなに多忙な彼が，　r商店界』には毎号寄稿し，この商学論叢にも年に1
本や2本の論文を書き，そして次々と著書をあらわした。いったい，いつの間
に原稿を書くのだろうかと思った。教授会ではよく隣合わせに坐ることがあっ
たが，横を見ると彼はせっせと原稿を書いていた。ところが，大事なときには
ちゃんと立ち上って発言していたから，原稿を書きながらも議事進行は頭の中
に入っていたらしいのである。その才能に驚いたものだが，いずれにしても，
それこそ寸暇をさいて原稿を書いていたのである。おそらく，自宅ではもちろ
んのこと，列車の中でも飛行機の中でも，そうだったのであろう。
　彼は稀にみる愛妻家であって，酒は飲まないし，ゴルフもやらない。マージ
ャンその他つまらぬ遊びもやらないが，そのかわりに，仕事ひと筋に打ち込ん
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　なだ。だから彼の人生は，実に密度の濃いものであった。普みの人間が70年，あ
るいはそれ以上もかかってやる仕事を，59年でやってしまったのである。そう
思えばあきらめもつくが，だからといってあきらめられるものではない。
　同期の親友として，同門の学友として，また私を明治大学へ引っぱり込んで
くれた恩人として，そして，学問や仕事の上ではよきライバルでもあった清水
晶君。君が全人生を打ち込んだ学問の対象としてのManagementやMarket－
ingが，いまや大きい曲り角に立ってその方向を模索している時，もっともっ
と長生きして，その行方を見届けてほしかったと思う。だが，いまとなっては
それもかなわない。しかし，君が立派に育てあげた坂本，徳永の両教授，沢内
専任講師，その他多くの後継者が，かならずや遺志をついで未来を開拓してく
れることを信じる。
　『明大商学論叢』に掲載する追悼文としては，あまりふさわしくないものに
なってしまった。だが，清水教授の生前の偉大な功績は，いまさら私から述べ
るまでもない。むしろ，この小文は，「学友・清水晶君」へ捧げるものであっ
て，衷心よりご冥福を祈りたいと思う。
